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藤 堂 恭 俊

は

じ

め

に

こ
の
た
び
は
、
重
要
案
件
を

ひ

っ
さ
げ

て
の
訪
中

だ

っ
た

の
で
、
出
か
け
る
前
か
ら
気
が
重
か

っ
た
。

と
言
う

の
は
外

で
も

な
い
、
昨

年
五
月
、
西
安
市

の

郊
外
、
長
安
県
神
禾
原

に
再
建

さ
れ
た
香

積
寺

で
、

日
中
両
国

の
道
俗

三
百

人
に
よ

っ
て
、
善

導
大
師

の

一
千

三
百
年
遠
忌
法
要
を
奉
修
し

た
際

、
寺

域
内
に

そ
び
え
た

つ
十
三
層

の
大
塔
内
部
を

、
い
か
に
荘
厳

し
、
な
に
を
安
置
す

る
か
、
と

い
う

日
中
両
国

の
当

局

が
と
も
に
荷

負

っ
た
課
題

に
た
い
し

て
、
当
方
と

し

て
数

次
重
ね
た
協
議

の
結
論
を
解
答
と
し

て
た
ず

さ
え
、
趙
会

長
先
生
を
始
め
と
す

る
中
国
仏
教
協
会

の
か
た
が
た
に
当
方

の
用
意
し
た
原
案
を
示
し
先
生

の
意
見

を
拝

聴
し
、
協
議

を
重
ね

る
こ
と
、

さ
ら

に

当
方

の
原
案

を
実
現
す
る
に
あ
た

っ
て
必
要
な
、
塔

内
部

の
実

測
を
現
地

で
行

う

こ
と
、
ま

た
浄
土
宗

の

研
究
留
学
生

を
中

国
に
派
遣
す
る
件
、
中
国
浄
土
教

の
メ

ッ
カ
と
し
て
、
香
積
寺

の
再
建
と
時
を
同
じ
く

し

て
修
復

工
事

が
行
わ
れ

て
い
た
霊
巌
山
寺

に
、
浄

土
宗
と

し
て
始

め

て
表
敬
訪
問
し
、
か
ね

て
同
寺
内

に
、

旧
臘
発
足
を
み
る
に
至

っ
た
中
国
仏
学
院
蘇
州

分

院

の
実

状
を
視
察
す

る
こ
と
が
目
的

で
あ

っ
た
か

ら
で
あ
る
。

「産

む
は
案
ず

る
よ
り
も
易

い
」
と

い
う
諺

ど
お

り
、
武
田
宗
務
総
長
、
竹

田
社
会
局

長
、
宗
務
庁

の

山
添
、
本
学

の
宮

口
両

君
と

い

っ
た
至

っ
て
気
ご

ζ

ろ

の
わ
か

っ
た
少

人
数

で
、
し
か
も

六
泊
七

日
と

い

う
短
期
間

の
旅
行

だ

っ
た
だ
け
に
、
予
定

の
変
更

に

よ
る
気
ぜ
わ
し
さ
を
除

い
て
は
、
終
始

た

の
し
く
な

ご

や
か
に
過
す

こ
と
が

で
き

た
。

磧
砂
版
蔵
経
の
里
帰
り

・

本
学
の
中
国
研
究
留
学
生

五
月
十

八
日
北
京
入
り
し
た
私
た
ち
は
、
空
港

で

お
出
迎

い
を
頂

い
た
正
果
法
師
、
王
紹
佑
氏
、
孫
培

玉
氏
か
ら
、
趙
樸
初

先
生

が
入
院
中

で
あ

る
と
知
ら

さ
れ
驚
く
と
と
も

に
、
訪
中

の
成
果
を
危

ぶ
み
、
気

重

に
な
ら
ざ

る
を
得
な
か

っ
た
。

一
行
は
燕
京
飯
店

に
旅
装
を
解

き
、
明
日
に
迎
え
る
会
議

に
控
え

て
い

た
と

こ
ろ
、

二
十

日
朝

、
空
路
西
安

に
向
う
予
定

の

と

こ
ろ
、
座
席

が
と
れ
な
か

っ
た

の
で
、
前

日
の
十

七
時
発

の
火
車

に
乗

り
こ
む
よ
う
に
と

の
連
絡
を
受

け

た
。
出
発

に
際

し
て
は
、
大
阪
国
際
空
港

で
前
代

未
聞
と

で
も
言
う

べ
き
塔
乗

人
数

の
数
え
違

い
と

い

う
初
歩
的

ミ

ス
に
よ

っ
て
、

一
時
間
も
離
陸
が
遅

れ

る
な
ど
、
今
度

の
旅
行

は

つ
い
て
な

い
な
あ
、
と
溜

め
息
を

つ
い
た

こ
と

で
あ

っ
た
。
夕
食
後
、
北
京
放

送
局

の
日
本

語
放
送

の
ス
タ

ッ
フ
の

一
人

で
あ

る
潘

碕

民
女
史

の
来

訪
を
得
、
武

田
総
長
と

三
人
で
、

一

九
七
八
年

お
よ
び
昨

年

の
訪
中

時

の
思

い
出

や
四
方
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山
話

に
花

を
咲

せ
、
た

の
し

い

一
時
を
送
り
、
も
や

も

や
し
た
気
持

ち
も

い
く
ぶ
ん
晴
れ
た

こ
と

で
あ

っ

た
。
あ
け
て
十

九
日

の
朝
市

内

の
西
部
、
阜
成
門
内

に
位

灘
す
る
広
済
毛

に
詣

で
る
と
と
も
に
、
同
寺
内

の
中
国
仏
教
協
会

を
表

敬
訪
問
し
、
続

い
て
香
積
寺

の
大

塔
内
部
荘

厳

の

一
件

に

つ
い
て
協

議

を

重

ね

た
。
趙
先
生

は
病
中

、
医
師

の
許
し
を
乞
う

て
協
議

に
臨

ま
れ
、
宗

祖
法
然
上
人
が
夢
中

に
お

い
て
善
導

大
師

に
対
面

さ
れ
た
、

い
わ
ゆ

る

コ

一祖
対

面
」

の

情
景

を
、

一
階

の
壁
面
を
利
用
し

て
立
体
的

に
彫
刻

に
よ

っ
て
表
現
す
る
、
と

い
う
当
方

の
原
案

に
耳
を

か
た
む
け
、
原
案
を
具
体
化
し
た
彫
刻

の
模
型

に
見

入

っ
て
下
さ

っ
た

の
で
、
感
激
も

一
入
深
く

、
安
堵

し
、
胸
を
な

で
お
ろ
し
た

こ
と

で
あ

っ
た
、

こ
の
広

済
寺

は
具
名
を
弘
慈
広
済
寺
と
称
し
、
解

放
後

、
二
度

に
わ
た

っ
て
大
規
模
な
修
復
が
行
わ

れ

た
が
、
そ

の
創
建
は
十
三
世
紀
、
即
ち
金
代
末
期

に

遡
り
、
明
代

の
成
化
年
間
(
一
四
六
五
-

一
四
八
七
)

に
再
建
さ
れ
、
西
劉
村
寺
を
今

の
寺
名

に
改

め
た
と

い
う
。
大
雄
殿

に
は
釈
迦

三
尊
を
安

置

し

て

い

る

が
、

そ
の
後
壁

一
杯

に
指
頭
画

の
大
作

「
勝
果
妙
因

図
」
i
釈
迦
如
来
説
法

の
図
が
描
か
れ

て
い
る
。
指

頭
画
と
は
指
先

に
墨
を

つ
け

て
描

い
た
絵

画

の
こ
と

で
あ
る
が
、

そ
の
製
作
年
代

は

「
乾
隆
甲
子
」

(
一

七
四
四
年
)
と

い
う
銘

に
よ

っ
て
知

る
こ
と
が

で
き

る
。
誠
に
珍
し

い
作
品

で
あ

る
、
指

頭
画
を
読

経

の

あ
と
掴
見
し

て
、
会
議

の
た
め

の
別
棟

に
移

っ
た
た

め
、

こ
の
寺

に
収
蔵
し

て
い
る
唐
代

の
顕
慶

三
年

・

五
年

(
六
五
八

・
六
-
ハ
○
年

)
、
総

草

二

(
六
六
九
)

年
、
文
明
一兀

(
六
八
九

)
年

の
銘

を
持

つ
小
形

の
石

造
仏
像
や
、
敦
煌
写
経

の
断
簡

、
北
禾

・
南
禾

の
刊

記
を
持

つ
経
巻
、
元
代

の
金
銀
字

写
経
、
さ
ら
に
は

三
万
余
枚
と

い
う
実

に
尨
大

な
房
山
ゐ
経
拓
本
な
ど

員
見
す

る
機
会

は
な
か

っ
た

、

竿
者
は
昨
到
八
月
下
旬

、
敦
煌
か
ら

の
帰

途

こ
の

寺

で
、

「
一
切
経
南
都
禽
光

院
」

と

い
う
朱

の
蔵
印

を
巻
首

に
持

つ
経
典

が
展
示
さ
れ

て
い
る
を
見
、
巻磧砂版蔵経断簡

末

の
奥
書
は
ど
う
な

っ
て
い
る
だ

ろ
う

か
、
あ

る
い

は
良
定

の
熱
跡
を
見
出
せ
な

い
だ
ろ
う

か
と

思

い
、

機
会

を
得

て
調
査
し
た

い
念
願

に
か
ら
れ
て
い
た
。

今
般

の
訪
中

は
公
的
な
性
格
を
持

っ
て
は

い
る
が
、

こ
の
調
査
は
単
な

る
私
的

な
こ
と

で
な
く
、
入
明
を

企
図
し

て
果
さ
な
か

っ
た
浄
土
宗

の
傑
僧

の

一
人

で

あ
る
袋
中
良
定

(
一
五
五
二
i

一
六
三
九
)
に
か
か

わ
る

こ
と

で
あ

る
か
ら
是
非

調
査

し
た

い
、
と
出
発

前

か
ら

一
行

の
同
意
を
徇

て
い
た
の

で
、
時

間
を
頂

い
て
拝
見
さ
せ

て
頂

い
た
。

朱
印

に

コ

切
経
南
都
善
光

院
」

と
あ
る

の
は
、

し
十

一
歳

(
一
六

二
二
年

)

の
良
定
が
、
南
都

に
創

建
し

た
降
魔
山
善
光
院
念

仏
寺

(
現
在

、
奈
良
市
漢

国
町

一
七
油
阪

大
宮
本

通
り

の
念
仏
寺

と

し

て

現

存
)

に

一
切
経

を

完

備
さ
す

べ
く
、

「
哀

二集
南
都

西
京
諸
刹
之

零
本

残
篇

一

以
合

二糅

大
蔵
経
全
部

一

今
収

二
莽

于
寧
楽
念

仏
寺

一
者

是
也
」
(
養
鶴
徹
定
著

『
古
経
捜
索
録
』
序

)
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
蔵
経
を

指

し
て
い
る
.
寛

延
二

(
一
七
四
九
)
年
作

の

『
袋

中
上

人
伝
』

を
繙
く
と

元
和
八
年

上
人
七
十

一
歳
、
其
夏
南
都
諸
伽
藍

を

経
過
し
、
仏
像

祖
影
を
拝
し
、
杖
を
支
え

て
眉

目
山

の
辺
に
憩
給
ふ
。
仏
事
を
な
す

に
便
り

よ
き

勝

地

の
あ
り
け
れ
ば
蕭
寺
を
草
創
し

て
降
魔
山
善

マ

マ

光

院
念
仏
寺
と
な
つ
く
。

そ
の
頃
浄
琉
璃
寺

の
殿
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堂
破
壊
に
及
け
れ
ば
、
闕
本

の

一
切
経
を
あ
が
な

ひ

て
修
復
せ

ん
と
、
衆
僧

の
評
議

一
定

し
ぬ
。
上

人

こ
れ
を
き

＼
、
使
を
遣
し
若
干
銀

を
贈
り

て
、

経
典
を
奉
請
す
。
後

に
脱
巻
逸
帙

の
経
論

を
ば

或

は
み
つ
か
ら
書
写
し
、
或
は
他
を

た
の
み
て
書

写

せ
し
む
。

こ
れ
に
よ
り

て
経
論
缺

る
こ
と

な
く

一

蔵

全
備
せ
り
、

そ
の

中

に

紺
紙
金

泥
の

経
論
多

し
。
今
南
都
念
仏
寺

の
蔵
本

こ
れ
な
り
。

と
記
さ
れ
、
良
定
が

一
切
経
を
完
備
す

る
ま

で

の
経

緯

を
読
み
と
る

こ
と
が

で
き

る
。

展

示
さ
れ

て
い
た

こ
の
経
典
は
、
幸

い
巻
首

が
あ

り

、
初

行
に
は

「
二
経
同
巻
」
と
あ
り
、

そ
の
下

に

コ

切
経
南
都
善
光
院
」

の
朱
印
が
捺
印

.
第

二
行

に
は

「
大
方

広
菩
薩
蔵
文
殊
師
利
根
本
儀
軌
経
」

と

あ
り
、
第
三
行

に
は

「
巻
第
十
九
」
と

あ
り

、
そ

の

下
に

二
行
に
わ

た
る

「
中
国
仏
教
協
会
蔵
書
」

と
い

う
朱
印
が
お
さ
れ
、
第

四
行

に
は
第

二
行
と
同

じ
経

典
名
を
記
し
、

第
五
行

に

は

「
巻
第

二
十
」
と

あ

り
、
第
六
行

に
は

「
大
方
広
菩
薩
蔵
文
殊
師
利
根
本

儀

軌
経
巻
第
十
九
」
と
あ
り
、
第
七
行

に
は
や
や
字

を
小
さ
く
し

て

「
西
天
訳
経

三
蔵
朝
散
大
夫
試

鴻
臚

少

卿
明
教
大
師
臣

天
息
災
奉

詔
訳
」
と

あ
り

(

第

五
行

の
中
央
と
第
六

・
七
行
と

に
は
破
損
あ
り

)
、

第

八
行
に
は

「
如
来
蔵
大
法
宝
法
界
相
無
数
功
徳

祥

瑞

品
第

二
十
六
」
と
あ
り
、
第
九
行
以
下

が
経
文

と

な

っ
て
い
る
。
こ
の
経
典

は
密
教
部

に
属
す
る
全

二

十
巻
か
ら
な

る
経
典

で
あ
る
。

巻
末
奥
書
は
と
関
心

の
ほ
ど
を
示

し
た
が
、

い
か

ん
せ
ん
三
十
六
行

の
残
簡

で
あ

っ
た

の
で
、
私

の
淡

い
望
み
は
消
え
去

っ
て
し
ま

っ
た
.
期
待

し

て
い
た

だ
け
に
拍

子
ぬ
け

で
、
あ

っ
け

な
く
幕
切

れ
と
な

っ

た
、

こ
の
残
簡

は
折
本
形
式

の
板
本

で
磧
砂
版

で
あ

り
、

一
帖
十
し
字
詰

の
六
行
が
六
帖

だ
け

で
、
タ
テ

ニ
十
六

・
五

セ
ン
チ
、

ヨ

コ
六
十
八

セ
ン
チ
と

い
う

サ
イ
ズ

で
あ

っ
た
、
帰
国
後
、
大
正
蔵
経
と

照
合

し

.て
み
る
と
第

二
十
迭

・
九
百
頁
上
段
か
ら
中
段
第

十

一
行

目

の
第

一
字

ま

で
と
言
う

こ
と
が
判

明
し
た
。

こ

の
断
簡

が

い
か
な

る
経
緯
を

た
ど

っ
て
、

こ

こ
中

国

仏
教
協
会

に
納
め
ら
れ

た
か
知

る
由
も

な
い
が
養

鶴
徹
定

(
一
八

一
四
-

一
八
九

一
年
)
は
嘉
永

五

(

一
八
五
二
)
年

、
念
仏
寺
蔵

の
経
巻
を
購

入
し

て
い

る
か
ら
、
幕

末
ご
ろ
流
出
し
、
中
国

に
渡

っ
た
の
で

あ

ろ
う
。
ま
さ
に
磧
砂
蔵
経

の
里
帰
り
と
言

っ
て
も

過

一.口
で
は
あ
る
ま

い
、
徹
定
が
念
仏
寺
か
ら
購

入
し

た
占

経

の
類
は
師
に
よ

っ
て
門
跡
在
職
中

に
知
恩

院

に
寄

贈
さ
れ

て
い
る

こ
と
を
思
う
と
、
善
光
院
念

仏

寺

の
旧
蔵

経
典

で
あ
る
と

一.口
う
点

で
、
姉
妹
経
巻

が

日
中

両
国

に

現
存

し
て

い
る
と

言
う

べ
き
で

あ
ろ

う
。
な
お
徹
定

の
収
集
に
な

る
念
仏
寺
旧
蔵

の
古

経

巻
に
し

て

知
恩
院

に

収
あ
ら
れ

た

も

の
に

つ
い
て

は
、
拙
稿

「
養
鷯
徹
定

の
古
経
蒐
集

と
南
都
念
仏
寺

蔵
古

経
」

(
『藤

原
弘
道
先
生
古
稀
記
念
史
学

仏
教

学
論
集
』
所

収
)
を
参
照
さ
れ

た
い
。

本
年

二
月

、
中

国
仏
教
協
会
か
ら
本
学

に
二
名

の

研
究
生

が

派

遣
さ
れ
、

本
学

の

黒
谷
学
寮

に

寄

宿

し

、
本
学

で
受

講
し

て
い
る
、
そ
の

一
人
は
中
国

仏

滞
5.院
講
師

の
伝
印

法
師

で
あ
り
、
仙

の

冖
人
は
中
国

仏
教
図
酵
文
物
館

員

の
姚
長
寿
居
士

で
あ

る
.
そ
れ

大阪国際空港にて中国留学生の出迎え
左か ら姚,伝,竹 田,筆 者,宮 口,大 阪駐在馬中国副領事の諸氏
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そ
れ
研
究
課

題
を
持

ち
、
法
師

は

「
日
本
に
お
け

る

仏
教
教
育

に

つ
い
て
」

、
居
士

は

「
仏
教
図
書

・
文

物
を
中
心
と
し

た
中

旦

父
渉
史

の
研
究
」
に
と
り
く

ん
で
い
ら
れ

る
。
筆
者

は
出
発
に
さ
き
だ

っ
て
留
学

生

に

つ
い
て
心
配
さ
れ

て
い
る
趙
先
生

の
た
め

に
、

お

二
人
に
お

た

の
み
し

て
近
況
報
告
を
カ

セ

ッ
ト
に

収

め
て
携
行
し

た
。
会
議

終
了
後

こ
の
お

二
人

に
よ

る
声

の
た
よ
り

を
、
趙
先

生
は
録
音

器
に
耳
を

よ
せ

て
、
終
始
満

足
気

に
、
顔

を
綻

ば
せ
な
が
ら
聞
き
入

っ
て
い
ら
れ

る
様

子
に
、
わ
が
子
を
お
も
う
親
こ

こ

ろ
に
か
よ
う

、
あ
た
た
か

い
も

の
を
感
ぜ
ず

に
は

い

ら
れ
な
か

っ
た
。

な
お
、

こ
の
席

上

で
中

国
仏
教
協
会

に
、
本
学
善

導
教
学

研
究
会

編

『
善
導
教
学

の
研
究
」

(
東
洋
文

化

出
版

刊
)
と
、
浄
宗
会

・
大
正
大
学

・
西
山
短
期

大
学

・
本
学

が
関
係
し
た
戸
松
啓
真
編

『
善
導
教
学

の
成
立
と
そ

の
展
開
』

(
山
喜
房
仏
書
林
刊
)
を
本

学

か
ら
贈
呈
。

藤

吉

慈
海
編

『
善
導
大
師

の

浄

土

教

」

(
浄
土
宗
学
研
究
所
刊
)
を
知
恩
院

よ
り

、
さ

ら
に
善

導
大
師

一
千

二
百
五
十
年
遠
忌

に
際
し

て

つ

く
ら
れ
た
善
導
大
師
絵
伝
掛
軸

一
幅
を
筆
者

よ
り
贈

呈
し
、
大

い
に
喜
ば
れ

た
。

な
お
時
間

の
余
裕

が
な

く
、

日
本

の
仏
教
音
楽

の
資
料

に

つ
い
て
お
便

り
を

頂

い
て
い
た
、
北
京
居
士
林

の
凌
海
成
居

士
に
お
会

い
出
来
ず

に
失
礼
し

た
こ
と

が
心
の
こ
り

で
あ
る
。

法
源
寺

・
中
国
仏
学
院

会
議
が
終

っ
て
か

ら
、
故
宮
博
物

院

の
西
北

に
位

置
す

る
北
海
公
園
内

の
料
亭

「仂
膳
」

で
、
趙
会
長

招
待

の
午
餐
会

に
臨

ん
だ
。
当

日
は
火
曜
日
と

い
う

の
に
公
園

の
な
か

は
日
曜
日
さ
な
が
ら

の

人

の

出北海公園入口から瓊華島の白塔を望む

 

で
、
湖
畔

の
散
策

や
廻
廊

の
欄

干
に
腰
を
か
け

る
ア

ベ

ッ
ク
や
親
子
連

れ
、
ボ
ー
ト
遊
び

の
市
民

で
賑
わ

っ
て
い
た
。
こ

の
公
園
は
遼

・
金

・
元
王
朝

の
離
宮

で
、
清

代

の
順

治
八

(
一
六
五

一
)
年

に
、
瓊
華
島

に
チ
ベ

ッ
ト
式

の
白

塔
が
建
立
さ
れ
、
さ
ら

に
乾
隆

年
間

(
一
七
三
六
-
九
五
)

に
は

三
十
年

の
歳
月
を

費

し
て
、
大
規

模
な
修
築
工
事
が
行
わ

れ
、
今

日

の

規
模

を
完

成
さ
せ
た
と

冒
う
。
仂
膳

は
清
朝
王

宮

の

調

理
を
模

倣
し
て

い
る
と
か

で
、
油

っ
こ
く
な

く
淡

白

な
味

が
特

徴

の
よ
う

で
あ

っ
た
。

テ
ー
ブ

ル
の
桝

布

や
ナ
プ

キ

ン
の
類

は
清
朝
王
宮
が
好

み
と
す

る
黄

一
色
で
あ
る

の
に
奇
異
な
感
じ
を

い
だ

い
た
。

つ
い

で

一
行

は
時
間
的
余
裕
が
な

い
の
で
追

わ
れ

る
よ
う
に
し

て
法
源
寺
を

た
ず

ね
た
、
法

源
寺

は
、

昨
年

わ
が
国

の
唐
招
提
寺

の
鑑
真
和
尚
像

が
里
帰

り

さ
れ
た
と
き
、
揚

州

の
大
明
寺
、
北
京

の
中
国

歴
史

博
物
館

に

つ
い
で
、
最
後

の
お
別
れ
展
観
場
と

な

っ

た
寺

院
と
し

て
市
民
に
親
し
ま
れ
、
北
京
市
街

の
な

か

の
広
安

門
に
在
る
。
唐
代

に
は
寺
名
を
憫

忠
寺

、

遼

代
に
は
遠
懸
寺
と
称
し

た
が
、

そ
の
位

蹟
は
唐
代

と
同
じ

で
変
ら
ず
、
伏
蓮
華
弁
が
彫
ら
れ

た
唐

代

の

貞

観

十

九

(
六
四
五
)
年
創
建
当
時

の

柱
基

の
上

に
、
現
在

の
建
物
が
建

て
ら
れ

て
い
る
と
い
う
。

寺

内

に
は
唐
朝

の
逆
臣
と
し

て
著
名

な
安
禄

山
と

と
も
に
業
を
同
じ
く
し

た
史
思

明
(-

七
六

一
年

)
が

建

て
た

「
浄
光
宝
塔
頌
」
ー
古

い
中
国

で
は
珍
し
く

向

っ
て
左
か
ら
右

へ
縦
書
き

さ
れ
た
碑
が
壁
面

に
は

め

こ
ま
れ

て
い
る
外
、
船
形
光
背
を
も

つ
北
斉

代

の

石
仏
像
、
唐
代

の
咸
亨

三
(六

七
二
)
年

の
銘
を
持

つ

釈
尊
像
、
後
唐
代

の
同
光

二
(九

二
四
)年

の
銘

の
あ

る
鋳
鉄
菩
薩
像
、
遼
代

の
応
暦

七

(
九
五
七
)
年

の
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銘

を
持

つ
陀
羅
尼
経
石
塔
、
北
宋
代

の
紹

聖
元

(
一

〇

九
四
)
年

の
銘
が
あ
る
観
世
音
菩
薩
舎
利

記
や
、

明
代

の
作
製

に
な
る
宣
徳

で
造
ら
れ

た

「千

仏
繞
毘

盧
」
1

頂
部
に
毘
盧
舎
那
仏

】
尊
を
配

し
、
そ

の
台

座

に
続

い
て
四
仏
が
四
方

を
向
き
、

冫
、
の
下
部

の
鐘

形
を
し
た
千

華
台

に
千
仏
が
浮
彫

さ
れ

て
い
る
異
様

な
作
品
な
ど
、
得
が

た
い
仏
教
文
物
を
多
数
展
観

し

て
い
る
外

、
か

の
著
名
な
、坊
山

(河
北
省

、
北
京
市

西
南
五
〇
キ

ロ
)
雲
居
寺
の
石
経
資
料
ー

た
と
え

ば

「
開
山
腕
公
之
碑
」

(
遼
金
代

の
刻
、

現
公
と
は

法

源
寺

の
東
に
隣
接
し

て
い
た
智
泉
寺

の
静
腕

の

こ

と

で
、
房

山
に
お
け
る
経
典
石
刻
事
業

の
発
.願
者

、

隋
大
業
年
中

〔
六
〇

五
-
六

一
ヒ
年
)

に
聖
業

に
取法源寺僧房に房山雲居寺石経資料を参観

り
組

み
、
唐

貞

観

十

三

〔
六

三
九
〕
年
寂

)
な
ど

の
拓
本
数
十
点
を
展
示
し

て
い
る
、
静
腕

の
畢
生

の

聖
業

で
あ

る
こ
の
石
刻

経
典

を
達

成
す

る
と

い
う
志

は
、

そ
の
後
遼

・
金

・
元

・
明
の
各
時

代
に
、
漢

・

満

・
蒙

・
高
麗

・
西
蔵

の
諸

民
族

に
よ

っ
て
受

け

つ

が

孔
た
。

そ
の
資
料
が
静
腕
滅
後
千

三
百
四
十
余
年

の
星
.霜
を
経
過
し

た
今

日
、
彼

が
居
住

し

て
い
た
智

泉
寺

の
西
隣

の
寺
院

で
あ
る
法
源
寺

に
お

い
て
展
示

さ
れ

る
と

は
、
誠

に
因

縁

の
不
可

思
議

に
思

い
が

い

た
さ

れ
て
な
ら
な
い
。

.房
山

石
経

に

つ
い
て

古

く

は
、
東
方
文
化
学
院
京

都
研
究
所

か
ら

『房

山
雲
居

寺
研
究
』
が

一
九

三
五
年

に
刊
行

さ
れ
、
近
く
は
中

国
仏
教
協
会
編

『房
山

雲
居
寺

石
経
』
が
文
物
出
版

社

か
ら

一
九
し
八
年

に
刊
行

さ
れ

て
い
る
。

咋
秋
十
刀
十

三
日
発
足
を
み
た
中
国
仏
学

院
は
、

こ

の
法
源
寺

に
所
在

し
、
寺

内

の
僧
房
に
十
八
歳

か

ら

.二
十
歳

に
至
る

学

生
四
十
名
が

僧
房

に

収
容

さ

れ
、

明
真
法
師

(法

源
寺
住
職
)
を
院
長

に
、
李
時

雨
氏

を
副

院
長
に
頂
き
、
約
十
名

の
先
生
方

の
指
導

を
受

け
て

い
る
。
発
足
と
亠..凵
っ
て
も
、
実
は
解
放
後

の

.
九
五
六
年

に
創
設
さ

別
、

四
人
組
横
行

の
期
聞

一
時

閉
さ
れ

て
い
た
に
過
ぎ
な

い
、
既

に
こ
の
学
院

の
.乎
科

・
本
科

・
研
究
科
を
卒
業
し

た
三
百
八
十
名

の
学

僧
は
、
研
究
や
、
全
国
各
地

で
仏
教
文
物

や
寺

院

の
管
理
に
貢
献
し

て
い
る
と

い
う

。
放

課
後

で
あ

っ
た

の
で
授
業
参
観
は

で
き

な
か

っ
た
が
、
坐
禅

に

あ

て
ら
れ

て
い
る
広

い

一
室
を
見

せ
て
頂

い
た
。
寺

内
を
散
策
し

て
い
る
雛
僧
、

つ
ま

り
学

院
生

を
み
か

け
た
り
宿
舎

に
あ

て
ら
れ

て
い
る
僧
房

の
前

を
通
り

ぎ
わ

に
、
整
頓
さ
れ
、

い
か
に
も
清
潔

な
内

部

の
様

子
を
、
開
か
れ

て
い
た
扉

の
間

か
ら

の
ぞ
き
見
る

こ

と
が

で
き

た
。

学

院
生
は
経
律
論

の
三
蔵

の
外

、
歴
史

、
国
語
、

時
事

・
政
府

の
政
策
を
始

め
、
日
本
語
と
英
語

の
学

習

に
励

ん
で
い
る
、
聞

く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
学

院

生
は

入
学
後
、

ま
ず

沙
弥
戒

を
う
け
、

つ
い
で
木
年

一
月

に
具
足
戒
を
受

け
て
い
る
と

い
う
。
や
が

て
は

菩
薩
戒
を
受
け

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う

な
教
育
姿
勢

に
、
こ

の
学

院

の
性
格
を
垣
間
見

る
こ

と

が
で
き

る
、
と

い
う

こ
と
は
仏
教

の
単
な
る
客
襯

的

理
解

よ
り
も
、
本
当
に
仏
法
を
生
き

る
人
材

の
養

成
を
企
図

し
て
い
る

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
か
ら

で
あ

る
.
と
も

か
く
、
広

大
な
中
国
全
土

に
散
在
す

る
大

多
数

の
寺

院
に
、
今
な
お
み
ら
れ

る
文
革

(
一
九
六

六
i

一
九
し
四
年
)
中

に
受
け

た
破
壊
行
為

の
後
遺

症

を

の
り

こ
え
、
四

つ
の
現
代
化
を
指
向
す

る
社
会

主

義
体

制
下

の
中
国

に
お

い
て
、
仏
教
復
活

の
息
吹

き
を
感
ぜ
ず

に
は

い
ら
れ
な
か

っ
た
。

一
九
七

八
年

訪

中
し
た
際

に
、
趙
先
生
か
ら
拝
聴

し
た

「
四
人
組

が
逮
捕
さ
れ
、
晴
れ
晴

れ
し

た
心
を
と

り

も

ど

し
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た
」
と

い
う
述
懐

が
、
耳
底

に
よ
み
が
え

っ
て
来

る

の
を
禁
じ
得

な
か

っ
た
。

長
安
草
堂
寺

・
蘇

州
寒
山
寺

私

た
ち
の
乗
車

し
た
火
車

が
特
快

で
あ

っ
た
か
、

直
快

で
あ

っ
た
か
忘

れ
た
が
、
二
段
式

ベ

ッ
ド
を
左

右

に
も

つ
個
室
型

の
軟
臥
車

(
こ
れ
に
対
し

て
、
硬

臥
車

は
三
段

ベ

ッ
ド

の
開
放

型
)
、
さ
し
ず
め

日
本

の
A
寝
台
車

の
人
と
な

っ
た
。
車
体

の
幅
が
広

い
の

で

ゆ

っ
た
り

し

て
い
る
。

窓
際
に
は

造
り

つ
け

の

テ
ー
ブ

ル
が
あ
り
、
そ

の
上
に

電

気

ス
タ

ン
ド

の

外
、
魔
法

瓶
と
茶

器
が
置
か
れ

て
い
る
か
ら
、
常
時

あ

た
た
か

い
茶

が
飲
め
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。
食

事
ど

き
に
は
餐
車

に
移

っ
て
夜

・
朝

・
昼

の
三
食
を

頂

い
た
。
私

た
ち
は
、
夜
は
中

華
定
食
、
朝
は
粥
、

昼

は
特

に
お
願

い
し

て
麺
子
に
し

て
頂

い
た
。
な
か

な
か

サ
ー
ビ

ス
よ
ろ
し
く
快
適

で
あ

っ
た
。
か
く
し

て
二
十

日
十

三
時

五
十
五
分
、
西
安
に
安
着
。
宿
舎

の
人
民
大
厦
に
入
り
、
小
憩

の
後
、
大
興
善
寺

(伽

藍

は
立
派

で
あ
る
が
、
文
革
に
よ

っ
て
仏
像

・
仏
具

の
類

は
す

べ
て
失

わ
れ
た
ま
ま

で
あ

る
)

に
陝
西
省

仏
教
協
会

を
表
敬

訪
問
。
同
会

長

の
興
教
寺
住
職
常

明
法
師

や
、
昨
年

五
月

ご
厄
介
に
な

っ
た
関
係
者
と

再
会

で
き

て
懐

し

い

一
時
を
送

っ
た
。
夜
は
西
安
市

対
外
友

好
協
会

副
会

長
魏
明
中
先
生

の
招
待
宴

に
臨

み
、

こ
こ

で
も
宗
教
事

務
処

の
李
淑
賢
女
史
な
ど
、

昨

年
お
目
に
か
か

っ
た
先
生
方
と

な
ご

や
か
に
食
事

の

一
時
を
送

る
こ
と
が

で
き

た
。

翌
二
十

一
日
午
前
中
に
、
宿
舎
か
ら
車

で

一
時

間

二
十

分
を
要
す

る
藍

田
県

の
草
堂
寺

に
参
詣

。

こ
の

寺

は
香
積
寺

よ
り
も
、
さ
ら

に
西
南

に
位

置
し
、
こ

こ
に
至
る
行
程
に
は

田
園
と
山
す

そ
の
樹
木

の
緑

、

河
川

の
流

れ
を
車
窓

の
外

に
な
が
め

る

こ

と

が

で

き
、
旅

の
疲

れ
を
癒
さ
れ

る
思

い
が
し

た
。
鳩
摩
羅

什

三
蔵
法

師

の
舎

利
塔
に
詣

で
、
塔
前

に
佇

み
報
謝

の
読
経
を
行

う
。
ひ
と
た
び
堂
内
に
入
れ
ば
、
小
堂

な
が
ら
中
央

に
南
面
し

て
、
八
角
舎
利
塔
宝
龕
が
安

置
さ
れ
て
い
る
。
宝

龕

の
側
面
に
は
、
北
宋
末
か
ら

南
宋

の
は
じ
め
に
か
け

て
の
能
書
家
と
言
わ
れ

る
権

邦
彦

の
詩

が
刻

さ
れ
、
正
面
裏

に
は

「
姚
秦

三
蔵
法

師

川
鳩
摩

羅
什

之
舎

利
塔
」
と
刻
さ
れ

て
い
た
。
権

邦
彦

の
詩

は

草堂寺内の鳩摩羅什
三蔵法師の舎利塔

鳩
摩
羅
什
之
舎
利
塔
権

邦
彦
侍
口
口
口
親
来
礼

而
作
偈
言
丁
酉
仲
秋
晦

大
士
入
東

土

姚
秦
喜
服
膺

当
年
羅
八
俊

尽
是
詰
三
乗

翻

訳
明
仏
旨

円
通
並
祖
燈

如
何
生

別
派

南
北
強
分
朋

と
、

七
行

に
わ
た

っ
て
刻
さ
れ

て
い
た
。
堂
前

の
西

側

に
は
、

「逍

遥
園
大
草
堂
接
禅
寺
宗
派
図
」
と

い

う
碑

が
、
露

天

の
ま
ま
建

て
ら
れ

て
い
た
。
さ
ら

に

裡
院
と

正
門
と
接

待
所
と
を

つ
な
ぐ
廻
廊

の
壁
面

に

は
、
多
数

の
石

碑
が
嵌
入
さ
れ

て
あ
り
、
ま

た
正
門

の
ぞ
と

に
元
代

の
古

鐘
が
安

置
さ
れ

て
い
る
堂
が
あ

り
、

そ
の
前

の
通

路
を

へ
だ
て
た
正
面

の
堂
内
に
、

も
と

は
お

そ
ら
く
鼓

が

つ
る
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
今

は
詩
文

に
長
じ
た
仏
教

信
者

で
あ

っ
た
裴

休

(七
八
七
?
1

八
六
〇

?
年
)

の
撰

文

・
染
筆

に

な
り
、
柳
公
権

(
七
七
八
-

八
六
五
)

の
篆
額
に
な

る

「
唐
故
圭
峯
定
慧
禅
師
伝
法

碑
并
序
」

(
唐
大
中

九

・
西
暦
八
五
五
年
刻

立
)

が
安

置
さ
れ

て
い
た
。

こ
の
草
堂
寺
が
、
姚
興

の
好
遇
を
得

て
訳
業

に
励

ん
だ
鳩
摩
羅
什

に
直
接
関
係

す
る
遺
跡

で
あ
る
か
、

否
か
は
諸
説
あ

っ
て
決
し
難

い
が
、
華
厳

宗
第
五
祖

圭
峯
宗
密

(七
八
〇
1
八

四

一
年

)
が
こ

の
寺

に
住

し

た
こ
と

は
、
彼

の

『禅

源
諸
詮
集

都
序
』
を
繙
く
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な
ら
ば
、

そ

の
題
下
に

「
終
南
山
草
堂
寺
沙
門
宗
密

述
」
と
記

さ
れ
て

い
る

の
に
よ

っ
て
明

ら

か

で

あ

る
。
七
十

八
歳

の
圓
照
老
比
丘
尼
に
別
れ
を
告
げ
、

ア
ー
チ
型

を
し

た
山

門
を
出
る
と
、
右
手

に
霊
鷲
山

を
思
わ
し

め
る
よ
う

な
圭
峯

が
望
見
さ
れ
、

そ
の
山

す

そ
に
圭
峯
寺

が
あ

る
と
教

え
ら
れ

た
。

一
旦
宿
舎

に
帰
り

昼
食

の
あ
と
、
香
積
寺

に
詣

で

た
。
大
雄
殿

へ
の
参

道

の
両
側

に
花
壇
が
設
け
ら
れ

て
牡
丹
が
植

え
ら
れ
て

い
た
が
、
昨
年
五
月
、
遠
忌

記
念

に
植
樹
し

た
十
本

の
な
か
、
二

・
三
本
が
枯
れ

か
か

っ
て
い
て
、
降
雨
量

の
少

い
土
地
柄
か
ら
来

る

必
然
を
知
ら
さ

れ
た
。
堂
内

に
入
り
本
尊
阿
弥
陀
仏

立
像
な
ら
び

に
、
善
導

大
師
像
前

に
ぬ
か
ず

い
て
読

経
。
堂
内
右
側

に
は
昨
年
奉
納

さ
れ
た

日
本
浄
土
宗

道
俗

に
よ
る
阿
弥
陀
経
写
経

が
大
き
な
ガ

ラ
ス
張
ケ

ー

ス
に
収
め
ら
れ

て
い
た
が
、
後

続
を
待

つ
か

の
よ

う
に
感
ぜ
ら
れ

た
。

つ
い
で
十

三
層

の
大
塔

へ
と
歩

を
進
め

る
と
、

一
九
七
八
年

に
訪

れ
た
時
と
同
様

、

塔
前

の
広

い
空
地
は
青

々
と
し

た
畑

と
化
し
て

い
た

が
、
塔
前

に
通
ず

る
参
道

は
広
く
開

か
れ

て
い
た
。

塔
内

一
階

の
実
測

に
思
わ

ぬ
時
間
を
費

し
た
が
、
構

想
を
よ
り
具
体
化
す

る
上

に
大

い
に
役

立

っ
た
。
清

代

の
乾
隆
年
間

に
建

て
ら

れ
た
堂
内

で
、
住

職

の
続

東

法
師
や
常
慧
法
師
と

な
ご

や
か
な

一
時

を
送

っ
た

が
、
今
や

こ
の
堂
は
接
待
所
と
拓
本
等

を
購

う
売

店

の
役
を
果
し

て
い
た
。
作
礼
而
去

し
て
門
前

に
佇
め

ば
、
昨
年
と
は
打

っ
て
変

っ
て
、
近

く
に
あ

っ
た
民

家
は
と
り

の
ぞ
か
れ
、
黄
土

が
積

み
か
さ
な

っ
た
台

地
は
け
ず
り
と
ら
れ
、
お

そ
ら
く

バ

ス
の
駐
車
場

に

で
も
す
る

の
で
あ
ろ
う
か
、
広
場
を
造
成

し
て

い
る

の
に
驚
か
さ
れ

た
。

訪
中
前

か
ら
西
安

へ
出
向

い
た
時

に
は
、

『浄

土

源
流

善
導

大
師
香
積
寺
攷
』

の
著
者

で
あ

る
孫
浮
生

先
生
を
是
非
お
た
ず
ね
し

た
い
と
思

っ
て

い
た
が
、

生
憎

と
上
海
出
張
中
と

の
こ
と

で
、
念

願
を
は
た
せ

ず
残

念
だ

っ
た
が
、
陝
西
省
博
物
院

(
碑
林

)

で
は

宮
口
君

の
尽
力

で
、

「
大
唐
竜
興
大
徳
香
積
寺
主

浄

業
法
師
霊
塔
並
序
」
を
碑
林

に
見

る
こ

と

が

で

き

て
、
大
変
う
れ
し
か

っ
た
。
か

の

「
唐
実
際
寺
故
寺

主
懐
憚

奉
勅
贈
隆
闡
大
法
師
碑
」
が
、

碑
林

の
館

の

な
か
に
安

置
さ
れ

て
い
る
の
に
反
し

て
、
館
外

の
露

天
に
多

く

の
碑
と
と
も
に
壁
面

に
は
め
こ
ま
れ
て
い

る
と
は
、
思

い
も
至
ら
な
か

っ
た
こ
と

で
あ

っ
た
。

二
十

二
日
は
八
時
十
五
分
西
安
空
港
を
離
陸
し

、

十
時

三
十

五
分
上
海
着
。
た
だ
ち

に
車
を
走

ら
せ
て

南
京
路

の
上

海
人
民
飯
店

で
昼
食
を
と

る
。
大
勢

の

中
国

人
に
ま
じ

っ
て
華
僑

の
青
年
男
女
も
食
事
を

と

っ
て
い
た
。
美
味
し

い
料

理
を

一
杯
頂
き
、

マ
イ
ク

ロ
バ
ス

で
蘇
州

へ
向

っ
た
。
沿
道
、
昨
年

の
夏

の
降

雨
水
害

に
よ
る
決
壊

の
復
旧
工
事
が
今

な
お
行

わ
れ

て
い
る
の
を
見

た
り
、
運
河
を
行
き
交
う
各
種

の
船

や
穀
倉
地
域

に
恥

じ
な

い
広
大
な
水

田
等
を
な

が
め

な
が
ら
、
南
船
北

馬

の
語
を
実
感
と
し

て
受
け
と

め

な
が
ら
、

二
時
間

四
十
分

を
要
し

て
宿
舎

の
蘇
州
飯

店

に
入

っ
た
。

一
泊

で
は
あ

っ
た
が
、
目
的
地

の
霊

巌
山
寺

は
い
う

に
及
ば
ず
、
市

内

の
西
園
寺
、
寒
山

寺
、
虎

丘
の
斜
塔
、
北
寺

塔
、
網
師
園
を
歴
訪
し
、

古
都
蘇
州

の
空
気
を
満
喫

し

て
翌
二
十
三

日
夕
方
、

上
海

へ
向

っ
た
。

月
落
烏

啼
霜
満

天

江
楓
漁
火
対
愁
眠

姑
蘇
城
外
寒
山
寺

夜
半

鐘
声
到
客
船

と

は
、
唐
代

の
詩

人
張
継

の

「
楓
橋
夜
泊
詩
」

で
、

ふ
る
く
か
ら

日
本

人
に
好

ま
れ
、
愛

誦

さ

れ

て

い

る
。

こ
の
詩

の
日
目
頭

の
句

「
月
落
ち
烏
啼
き
」
と
読

む

べ
き
と

こ
ろ
を

、
「月

は
烏
啼

に
落
ち

て
」
と
読
ま

れ

て
い
る
こ
と
を

、
中
国

か
ら
帰

っ
て
か
ら
朝

日
新

聞

に
連
載
さ

れ
た
特
集

「
江
南
新
色
」

(
五
月

二
十

三

日
号

・
夕
刊
)
を
読

ん
で
知

る
に
至

っ
た
。
さ
ら

に
同
記
事

の
な
か

に
、
寒
山
寺

山
門
前

の
運
河

に
か

け
ら
れ
た
橋
は
江
村
橋
と
言

い
、

「
楓
橋
は
寒
山
寺

か
ら
見
通
せ
な

い
運
河
を
曲

っ
た
所

に
あ
る
」
と
記

さ
れ

て
い
て
、
楓
橋

の
位

置
を
教
え
ら
れ
た
。

寒
山
寺
に
は
勿
論

こ
の
詩
を
刻

し
た
碑
が
保
存
さ

れ
、
寒
山

・
拾
得

の
碑
拓

と
と
も
に
売
り
出
し

て
い

る
。
現
存
す

る

「
楓
橋
夜
泊
詩
」
碑
は
、
清
末

の
儒
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寒
山
寺
の
〈
楓
橋
夜
泊
詩
〉
碑

者
前
越

(
一
八
二
ニ
ー

一
九
〇
七
年
)
が
筱
石
中
丞

の
命
を
う

け
て
染
筆

し
た
も

の
で
、

「
光
緒
丙
午
」

と
刻

さ
れ
て
い
る
か
ら

一
九
〇
六
年

の
書

で
あ

る
こ

と
が
知
ら
れ

る
。
こ

の
碑
に
は
裏

面
と
側
面
と
に
、

誤
字

の
あ

る
こ
の
詩

が
世

に
流

布
し

て
い
る

こ
と
を

指
摘
し

て
い
る
。
特

に
裏
面

に
は
前
櫞
自

身
が
、
宋

代

の
王
耶
公

が
、

か

っ
て
こ
の
詩
を
写
し

て
石
に
刻

し
た
が
、
今

は
失
わ
れ

て
見

る
こ
と
が

出

来

な

い

が
、
南
宋

の
聾
明
之
撰

に
な
る

『中

呉
紀

聞
』

に
よ

る
と
、
「
江
楓
」
が

「
江
村
」

に
作

ら
れ
て

い
る

こ
と

を
指
摘
し
、

「
告
観
者
」
と
し

て

「幸
有
中

呉
紀

聞

　
在
千
金

一
字
是
江
村
」
と

記
し
て
い
る
。
中

国
は

文
字

の
国

で
あ
り
、
伝
承
を
貴

ぶ
民
族

で
あ
る
こ
と

を
、
裏
面

に
刻
さ
れ
た

一
文
か
ら
知
り
得

た
。

こ

の
た
び
蘇
州
を
お
と
ず
れ

て
驚

か
さ
れ
た

こ
と

は
、
霊
巌

山
寺

で
昼
食
に
素
斎

(
精
進
料

理
)
を

頂

き
、
そ

の
あ
と
に
出
さ
れ
た
麺

の
量

の
豊

さ
で
、
い

く
ら
頂

い
て
も
無

く
な
ら
な

い
の
に
は
、

ほ
と

ほ
と

閉

口
し

た
。
ま
た
筆
者

の
法
類
寺
院

の
寺
名

が
刻

さ

れ

て
い
る
宝
暦
年

間

の
梵

鐘
が
、
西
園
寺
大
雄
殿
内

の
片
隅

に
吊

さ
れ
て

い
る

の
に
出
く
わ
し
た

こ
と
、

一
九
七
六
年
訪
中

の
際

、
北

京
飯
店

で
の
招
待
宴

で

同
席
し
、
大

正
末
期

に
大
谷

大
学

に
留
学

さ
れ
た
頃

の
こ
と
を
承

っ
た
こ
と

の
あ
る
仏
教
学

者
、
故
高
観

如
先
生

の
令
嬢

三
姉
妹

(
そ

の
な
か
長
女
に
あ
た

る

高
立
女
史

が
姚

長
寿
居

士

の
令
室

)
に
出
会
う

こ
と

が

で
き

た
こ
と
、
霊
巌
山
寺

の
山
す
そ
に
中

国
人

の

新
旧
墓
石
が
列
を
な
し

て
な
ら
ん

で
い
る

の
を
見

る

こ
と
が
出
来
た

こ
と

は
、
ま

こ
と
に
予
期

し
な

い
と

こ
ろ

で
あ

っ
た
。
紙
数

の
都
合
上
端
折

っ
た
り
、
割

愛

し
た
と

こ
ろ
多

い
こ
と
を
謝
し

て
筆
を
擱

く
。

霊巌山寺の甍と塔

 

(
一
九
八

一
・
六

・
二
九
記

)

(と
う

ど
う

き

ょ
う
し

ゅ
ん

文
学
部
教
授
)
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